
ハサンベツ里山再生地区

小中学生向け

栗山町

自然に関する教育を行う場所として整備された地区です。きっかけはこの地区の
あたりで昭和60年にオオムラサキを発見し国内の北東限の生息地であることがわ
かったことでした。その後小学校の理科の副読本に取り上げられ、町民によるオオ
ムラサキの保護活動が盛んになりました。この活動の延長として平成13年にこのハ
サンベツ地区を自然が体験できる場所とするために町民約100人のボランティア団体
「栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会」がつくられて活動が始まりました。ハサ
ンベツ里山20年計画を掲げ少しずつ整備を進めてきました。
計画は順調に進み、平成20年から子供たちを呼んで生き物を見る体験などを実施

できるようになりました。こちらの活動はＮＰＯ法人雨煙別学校が引き受けていま
す。このＮＰＯ法人は廃校となった雨煙別小学校の貴重な木造校舎を再生利用する
ために設立されました。現在は校舎を利用した宿泊研修施設を活用しつつ、自然体
験学習を中心とした教育活動をしています。実行委員会による里山環境整備とＮＰ
Ｏ法人による自然体験学習の場としての利活用という分担の上でハサンベツ里山地
区が運営されています。

１．設立のきっかけ

［実行委員会］：60人（令和4年度）（うち中心的に活動を行っているのは10名ほ
ど。）
平成13年の結成時に町内にあったオオムラサキの会をはじめとする野鳥観察や植物

の同好会、町内会などへ呼び掛けて結成されました。各団体の事務局長らが中心と
なっていました。
［ＮＰＯ法人］：理事８名
自然体験を担当するスタッフ4名（ＮＰＯ全体では10名のスタッフ）

２．組織形態・構成員

【栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会】
５月～11月の毎月第2日曜日をハサンベツ里山の日として設定し、広く町民に呼びか
け里山づくりに関する様々な活動を継続してきました。
なるべく多くの人に、自由にゆるやかに関わってもらう方針で組織づくりを進めて
きました。
［ハサンベツ里山20年計画］：動揺にちなんだ10個のプロジェクト
→ホタルが飛ぶ小川、ドジョウのいる田んぼ、トンボが来る湿地、クマゲラ・エゾ
フクロウの住む森などの整備

３．現在の活動内容

27



ＮＰＯ法人による自然体験学習の受け入れは順調に進んでいますが、実行委員会
結成から20年以上がたち高齢化が１つの課題です。新しいメンバーはいないわけで
はないものの数は少ない状態にあります。これまで中心となってきたメンバーから、
どのような形で活動を引き継いでいけるかが課題となっています。

・有志による環境整備とＮＰＯ法人による体験学習の提供、それを土地所有等の面
からバックアップする行政という役割分担が出来上がっています。継続的な活動が
できた組織ならではの課題として設立メンバーからの世代交代がどのような形で行
われるのかという大きな課題に直面しています。

６．今後の目標・見通し・課題

【栗山町ハサンベツ里山計画実行委員会】
活動の経費として、環境省等の補助金、各種団体の助成金、町からの補助金
必要な資材等の購入へ利用
【NPO法人雨煙別学校】
［収入］：自然体験プログラムおよびそれに伴う施設利用の体験料、宿泊料など
［支出］：人件費や体験プログラムに必要な道具・材料費など
令和２年度以降、コロナ禍の影響を受け、それ以前に比べれば収支は厳しい傾向に
はあります。

ハサンベツの里山で体験をした子供が一度、町外に出た後、大人になってホタルを
見に来るなど自分の子供を連れてきてくれたことがとてもうれしい出来事でした。

５．活動を続けていてよかったこと

４．活動資金

現在計画策定から20年以上が経過しかなりの部分は実現しています。ただし今後
も仮に現状を維持するだけだとしても管理作業は必要で、加えて更に整備を進めた
い考えもあり活動は継続されています。

【ＮＰＯ法人雨煙別学校による自然体験学習】
町の委託を受け、こども園、小学校、中学校、高校での授業の一環としての自然

体験を提供
→理科の授業の一部として植物・生物調査、ネイチャーハイクなどを実施
→教員の転勤に伴い隣接市町村の学校からも授業としての自然体験を受託

学校以外の一般向けにも自然体験学習プログラムを提供
（内容は学校向けと共通する部分もある）
時期や屋内・屋外などにより40以上のプログラムを用意
例：山菜・キノコの観察会、米づくり体験、バードウォッチング入門、ホタル観察

会、スノーシュー探検など
複数のプログラムを組み合わせて、日帰りまたは１泊２日のプランとすることも可
能。

３．現在の活動内容（つづき）
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厚沢部町公営塾

小中学生向け

厚沢部町

平成21年に「世界一素敵な過疎の町づくり」を宣言した厚沢部町は、その実現を目
指し、地元を愛しリーダーシップを発揮できる人材育成のため、平成30年町内３つの
中学校を統合し、「新生・厚沢部中学」を開校しました。一方、町内には生徒の学力
向上のための学習塾はなく、高校進学を目指す生徒の多くは函館の進学塾に長時間か
けて通うため、保護者には送迎の負担、生徒には学習時間確保への影響がありました。
そのため、町内の教育環境を整備・向上させることを通じて子育てしやすいまちづく
り、ひいては住みやすいまちづくりを進めるため、公営での学習支援を平成30年10月
からスタートしました。公営塾の開設にあたっては、道外で類似プロジェクトに実績
のあった民間コンサル会社の参画の下準備が取り進められ、現在も契約更新し適時ア
ドバイスを受けていています。

１．設立のきっかけ

［講師］：中学生担当２名、高校生担当２名 計４名
講師の募集は必要に応じコンサル会社に依頼。
採用条件で教員免許を必須とはしていない。
３名中２名が地域おこし協力隊員として赴任。

［塾生］：50名（中学1年～高校３年）
令和４年では中高全学年合計で生徒50名が塾生
＝厚沢部中学生１年・２年の約40％、３年生の約63％が公営塾を利用

２．組織形態・構成員

［対象］：中学1年生～高校３年生
スタート当初の受講対象は中学３年のみ

→２年目から中学全学年および高校１年まで拡大（住民の要望）
さらに令和３年にかけて高校３年生までが順次対象へと拡大

３．現在の活動内容

中学１年 中学２年 中学３年 中学生計 高校１年 高校２年 高校３年 高校生計 合計
平成30年度 - - 21 21 - - - 0 21
令和元年度 11 15 24 50 3 - - 3 53
令和２年度 16 13 15 44 6 3 - 9 53
令和３年度 15 20 18 53 5 5 2 12 65
令和４年度 11 8 17 36 5 5 4 14 50

表 塾生数の推移

資料：厚沢部町資料より作成。
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高校進学、大学進学につながるような学習支援ができているので引き続き継続し
ていくことが目標です。現在、公営塾専用施設として、旧NOSAI施設の補改修工事
を進めていて、来春４月から新校舎での授業が開始される予定です。
生徒の学力差が最近顕著となり、学力に応じた対応に工夫・改善策が必要となっ

てきています。また、高校生の塾生が増えたことにより、通学者の多い近隣高校と
の連携が必要と考えていますが、現在まだ充分と言えない状態で今後の改善の必要
性を感じています。なお、2022(令和４)年１月１日の児童数・生徒数による今後６
年間の中学生数の推計では、現状をやや上回る約80名前後で推移することが見込ま
れています。また、住民の希望により小学生への対象拡大も検討されています。

・住民の希望による小学生への対象拡大も検討されるなど、町のまちづくり宣言か
らスタートした教育環境の整備ですが、波及効果による地域の発展も狙いの１つに
なっています。そうした波及効果について今後の動向についても注目に値すると思
われます。

６．今後の目標・見通し・課題

［収入］：利用料、および不足分は町予算から補填
［支出］：講師人件費、コンサル委託料、その他運営費など

公営塾開設当初から町の学力水準は全国平均を上回っていましたが、着実に希望高
校への進学の実績を残し、2022(令和４)年では一期生が国公立大学等へ入学していま
す。取組開始からの期間はまだ４年であるが、保護者からの高い評価も得ています。

５．活動を続けていてよかったこと

４．活動資金

【中学生への学習支援】
数学と英語の２教科が中心
１、２年生は一斉授業、３年は習熟度を評価の上、２グループに分けている。

［学習日］：１年（木曜日）、２年（火曜日）、３年（月・金曜日）
［自習時間］：２年（水曜日）、３年（水・木曜日）
夏休み、冬休みには塾生に限らず全厚沢部中学生を対象とした夏季・冬季講習会

を実施
［利用料］：中学3年5,000円/月（短期講習会、模試参加料込み）
中学１・２年3，000円/月（短期講習会込み）

【高校生への学習支援】
自学自習を基本（通学先が塾生により異なるため）

［学習日］：各自が火・水・木曜日から選択して設定
タブレットを活用したオンライン学習教材を利用して、個別の進路・習熟度に応
じた指導

［利用料］：高校生3,000円/月

３．現在の活動内容（つづき）
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ＮＰＯ法人放課後児童クラブ
なんたらカンタラ

小中学生向け

鷹栖町

鷹栖町外から引っ越してきた保護者が「学童保育センターなどがない中、子供達
を外で思いっきり遊ばせたい」という希望から、町長へ児童館設置の要望がされた
ことが契機となりました。町長からは「自分たちで作ってみませんか。町は予算を
つけましょう、口は出しません。」と促され平成６年４月に町内の北野地区に「児
童クラブ カンタラモッチ」を設立しました。場所はスポーツ施設（Ｂ＆Ｇ海洋セ
ンター）の一室を借り、指導員１名、子供13人が通い始めました。
鷹栖地区にも利用希望者が増加し、平成16年に「児童クラブ なんたらもっち」を
設立しました。平成18年には児童が60名ほどにまで増加して保護者間の協力だけで
は維持が不可能になりました。一部の活動を町から助成金を受けるにあたりＮＰＯ
法人化の動きが進みました。これに伴い保護者が働いていなくても利用対象とする
ような環境も整え、平成18年６月「ＮＰＯ法人放課後児童クラブなんたらカンタ
ラ」として道から認証を受けることとなりました。
平成19年、鷹栖地区に２つ目の児童クラブ「タンタラモッチ」を設立
平成23年に北野地区にも２つ目の施設「ちびカンタラモッチ」を設立
鷹栖町全体に拡がり、今は４施設を運営しています。

１．設立のきっかけ

［役員］：理事長１名(ＯＢ保護者)、副理事長２名、理事９名、監事２名、会計２名。
［会員］：約120名（児童クラブを利用する保護者がＮＰＯ会員となる。）
［正支援員］：６名
［補助支援員］：６名（それぞれ児童への対応を行う。）
支援員の中には午前中保育園に勤めている方もいます。支援員は事故の無いように

日常の活動の見守りに加え行事などの支援を行います。

２．組織形態・構成員

［対象］：小学校１年生～６年生
［時間］：平日の放課後 18：30まで

土曜日 ８：00～17：30
夏・冬・春休みの平 日 ８：00～18：30
夏・冬・春休みの土曜日 ８：00～17：30
（早朝延長・夕方延長にも対応）
のびのびのんびり過ごすことが基本的な方針
宿題をしたり、自然の中で思い切り遊んだりして

過ごしています。

３．現在の活動内容

［写真］施設外観
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コロナ対策もあり町場より農村部のような人の少ない所での催し物の企画があれ
ば、農家との交流も含め参加したいです。鷹栖地区は子供が減っているため施設を
統合していくことも検討し始めています。北野地区は子供が増えているため、あわ
せて全体でどのような運営にしていくかを総合的に検討しているところです。

・設立以来、利用者である保護者やそのＯＢ自身が中心となって運営に携わること
で、利用者に近い目線での運営が可能となっています。その良さを生かすために行
政からの主に資金面でのバックアップが必要であり、この両者の連携体制が整って
いることによる活動といえるでしょう。

６．今後の目標・見通し・課題

［収入］：ＮＰＯ会員の年会費（1,000円）、月額の利用料、町からの助成金
（利用料；基本１人当たり9,000円：利用時間および２人以上のきょうだいで変化）
［収支］：ほぼ均衡しており、若干の黒字。

子供たちが卒業後でも顔をみせに来てくれるなど、活動期間が長くなり卒業生の
成長にあわせてより幅広い年代の地域の集いの場になっています。会員だった児童
が親になって子供を預けるなど世代が引き継がれています。子供たちの「居場所」
づくりをしていると感じていて、日々の活動を見守っていると子供たちが自分を出
せる場所になっていると実感できています。

子供は場所に還ってくるのではなく人に還ってくると感じていて、そのため大人
はしっかり根付いて、この居場所に残って人をつくって行くことが大切だと感じて
います。

５．活動を続けていてよかったこと

４．活動資金

１年の間で四季に応じた各種の行事を実施。
新１年生歓迎会、春の山であそぼう、めんこ大会、夏のお泊り会、流しそうめん、
黒岳登山、くんせいづくり、バザー、クリスマスケーキづくり、もちつき、
スキー、スケート、６年生卒業おめでとう会
→コロナ禍により、その行事内容に制限。

今は、身近で済む行事として凧作り、ペットボトルロケットづくりなどを行って
いる状況。

また年に１回、学年行事と呼ばれる活動を行います。これは町内の４施設の同学
年の児童が集まり、内容を決め実施する行事です。子供の主体性を尊重した取り組
みといえます。６年にわたりこの学年行事を実施することで、子供たちのきずなが
深まっています。

３．現在の活動内容（つづき）
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ＮＰＯ法人エコール咲く

小中学生向け

中川町

中川町は地域活性化のため、閉校していた佐久中学校を改修し、町内の白亜紀後期
の地層から発見・産出される化石を中心に展示する博物館（旧体育館部分利用）と、
宿泊研修施設（旧校舎部分利用）が一体となった「中川町エコミュージアムセン
ター」を平成14年に開館しました。このセンターを拠点施設とし、「地域丸ごと博物
館、学芸員は地域住民」を掲げ、地域の魅力の新発見・再発見に繋がる活動をスター
トしました。この活動を担う団体として結成したのが「地域協力隊エコール咲く（任
意ボランティア団体）」です。町による支援を受けながら活動を重ねて行くなかで、
地域活性化の想いを確実に次代に継承するため、組織および運営体制を整えた上で、
平成25年に「NPO法人エコール咲く」となり、現在に至っています。

１．設立のきっかけ

［会員］：42名（2022（令和4）年現在）
［常勤職員］：３名
→エコミュージアムセンター来館者受付、グッズ販売などの施設運営管理が主な業務

２．組織形態・構成員

ＮＰＯとしての業務は次の大きく２つに区分されています。
①施設管理・運営補助に関する業務
②名産品の果樹などを活用した商品開発・販売に関する業務

これらのうち会員による活動内容は、次の４つに分かれ、班編成のうえ活動をし
ています。
（１）研修に伴う食事の提供、（２）エコミュージアムセンター館内清掃
（３）施設周辺の環境整備、（４）地域特産品を利用した加工品の開発及び販売
班編成の中で活動している会員は約30名。
販売は接客が得意な会員の対応とするなど、得意分野や希望に応じた活動をして

います。

●エコミュージアムセンターおよびＮＰＯでの活動内容
【特産品を利用した商品開発】
地元のアロニア、ハスカップを利用した商品（ジャム・ソース）を開発・販売

３．現在の活動内容
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今後の課題として、会員の高齢化対策も含めた活動できる会員の確保と法人とし
ての活動の継続性があります。また校舎を再利用しての博物館施設、宿泊施設での
対応の難しさも感じています。学校校舎の基本構造を残した施設で、現在の使用目
的にあった強度・設備となっていないため、今後の改修などを検討していく必要性
を感じています。これまで交流のある大学のアイディアも取り入れながら、地域づ
くり活動の持続性維持に向けた解決策を探っているところです。
・過疎化、高齢化が進む中で、地元の資源を見直し地域活性化と歴史・文化の継承
を住民と共に進める活動は、今後その重要性をさらに増すものと感じられます。

６．今後の目標・見通し・課題

［収入］：エコミュージアムセンターの管理運営の受託による収入、
宿泊研修時の食事提供、特産品を利用した加工品販売

→コロナ禍の影響もあり従来に比べ活動規模はかなり縮小。

活動を通じて町外の人へ魅力を発信し様々な体験を提供してきましたが、その活動
が積み重なることで、地元の児童生徒へ中川町ならではの充実した体験を提供できて
いるし、その意義を感じてもらえていると思っています。

５．活動を続けていてよかったこと

４．活動資金

【エコミュージアムセンターでの研修】
化石に関わるプロブラム（教育委員会主催）→時期・人数等柔軟に対応
テーマ：「中川町で恐竜を発見しよう」
森の学校・中川町恐竜発見調査、地層観察教室、化石のクリーニング体験など各

種メニューを用意していて、地域の講師役の方々が「中川の歩き方・楽しみ方」を
レクチャーする内容となっています。
学術的価値の高い化石が産出されているため、国内外の考古学分野の研究者が多

く訪れ、町およびセンター関係者と長期間にわたる交流を続けていることが極めて
大きな財産となっています。

【宿泊施設】
４つの宿泊室(２段ベッド)で44人、和室交流室利用との併用で最大55人に対応可能
[食事]：なるべく町内産の農畜産物を利用

【安平志内薄荷蒸留館】：「中川エコミュージアムセンター」のサテライト施設
地域住民の協力により平成21年に完成。薄荷の栽培・収穫・蒸留の体験が可能。
薄荷生産の主産地であった地域の歴史を次世代に継承していく拠点。
今年も中川中学の１年生８人が総合学習の一環としてハッカの蒸留作業を体験しま
した。住民や町職員からハッカ栽培の歴史やハッカ油の製法について説明を受け、
実際にハッカ油の抽出作業を行いました。

３．現在の活動内容（つづき）
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猿払村未来塾

小中学生向け

猿払村

宗谷地域は、小学校・中学校の学力調査で、全国・全道の結果を下回ることが多い
ですが、猿払村には都市部のような学習塾がなく、新たな学習の場の提供による地域
の学力向上が求められていました。猿払村では令和３年に、コンサル会社の参画の下、
過疎地域での学習環境を整え、学力向上を図り、子供たちの将来の可能性を広げる目
的で、ＩＣＴを活用した個別学習指導が可能な公設塾として「猿払村『未来塾』」を
開校するクラウドファンディングプロジェクトを企画・推進しました。
当初予定したクラウドファンディングによる設立資金の調達は充分ではありませんで
したが、村の予算からの支出により計画どおり令和４年４月に塾生募集を開始し、同
年５月12日塾生27名（小５年～中３年）で「猿払村未来塾」はスタートしました。

１．設立のきっかけ

［塾運営］：外部の企業（前述のコンサル会社）へ委託
［会場管理］：教育委員会職員２名が交代で担当
［オンラインでの学習指導］：学生講師（北海道教育大学札幌校学生）９名
［塾生］：36名（小学校３年生～中学３年生）

２．組織形態・構成員

４月の塾生募集時点は30人を定員としていたが、37人の応募があり、そのうち小
学生３・４年生を保留とし、５月からひとまず小学５年生～中学３年生27名を対象
としてスタートしました。８月に再案内の上、新たに９名を加え、現在36名が塾生
となっています。１名は辞退となってしまったものの４月の募集時点での希望者全
員の入塾が実現できました。

［開講時間］：週２回（月曜日・木曜日）
第1部18：00～19：00 第２部19:15～20：15

→オンライン学習教材の国語、算数（数学）、英語を用意、生徒による自習が基本
教材を使用し学習を行う生徒に対し、学生講師による個別指導を実施。
［個別指導対応］：３名体制でスタート、８月の塾生増員以降は４名。シフト制。
また同時期に、塾講師経験を持つ職員が教育委員会配置となり、現場での指導体制
の充実を行った。

３．現在の活動内容
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新たな取り組みであり、塾生へのアンケート調査や学力調査の結果、使用する機
材なども含めて、ハード・ソフト両面での改善を加えながら継続した塾運営を目指
しています。

・学習の場の提供に不利な地域でのICT利用による公営塾の運営は、特に酪農家をは
じめとする農村部で大きな期待が寄せられる試みで、その学力向上効果が明確とな
れば道内各地での採用が図られると考えられます。

６．今後の目標・見通し・課題

今年度の塾開設及び運営のための予算は、約1,500万で、財源は「ふるさと寄附金」
を原資としています。受講料は無料としています。

始まって日が浅い取り組みですが、塾生保護者にアンケートによる満足度調査も実
施し、保護者が感じている受講の効果も含め、高い評価と期待が寄せらせています。
今後の事業推進にむけた関係者のやりがいに繋がっています。

５．活動を続けていてよかったこと

４．活動資金

［受講会場］：現在建設中の児童館（令和４年度末完成予定）で実施予定
→竣工までは役場会議室が仮教室。

教室か自宅での受講の選択制 →半数以上が自宅からのオンライン参加
酪農家を含め、集落が点在する猿払村にとっては、有効な方法となっていて、コ

ロナ禍の影響をあまり受けずにすみました。

塾運営は企業への委託とし、統括指導と学生講師（包括連携協定締結の北海道教
育大学札幌校の学生９名）のシフト管理や、指導計画の策定や指導方法の確認を
行っています。会場には現地スタッフとして前記の教育委員会の職員を常時配置し、
教室参加の塾生を指導しています。

３．現在の活動内容（つづき）

現地スタッフ（教育委員会）
複合機・ネットワーク用ルーター

【児童・生徒に貸与】
ノートパソコン（ケース）
ヘッドセット

教室 オンライン

自宅

大学生講師

講師

図 塾運営のイメージ図
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うりっ子ルーム

小中学生向け

鹿追町

共働き世帯の増加により、児童の放課後の居場所が課題となっていました。そのよ
うな状態の中、保護者たちがこの問題の解決のために協議を重ね自主運営の放課後子
供教室として「うりっ子ルーム」を設立しました。共同調理場の設置により空いてい
た小学校の給食室を町が改修し、そこを拠点として平成24年に活動を開始しました。

１．設立のきっかけ

［組織構成］：利用する保護者で組織 会長１名、副会長２名、会計監査２名
［施設運営］：当初は母親たちの当番制により運営
→平成30年から指導員が教育委員会から派遣
［登録児童数］：40名前後
年間利用延べ人数は1,678名、利用延べ時間は、3,256時間（令和３年実績）

２．組織形態・構成員

利用は事前予約制。（前日の朝に予約）
［対象］：小学生（未就学児童については保育所にて対応）
［開室時間］：月曜日から金曜日 下校～17：00

土曜日、学校の振替休日、夏休み、冬休み ８：30～17：00。
１時間までの延長が可能

［通常活動］：小学校の下校後の自主活動、宿題支援など。
［その他活動］：週１回の和太鼓、体操教室 月１回程度の季節行事

（誕生会など）

町役場の機構改革により令和３年度に所管課が変更
（教育委員会→鹿追町役場瓜幕支所）
→より地域に密着した対応へ。
［利用料金］：登録料1人2,000円
月額利用料 3,500円～4,500円
（利用月により異なる きょうだいでの利用に割引あり）
単発利用 100円/h 特別延長 200円/ｈ（18:00まで）

利用者の一部は山村留学制度でやってきた児童
→留学生全体で10世帯/年 1990年代から鹿追町で実施
保護者は農家でアルバイトとして雇用→うりっ子ルームを利用

３．現在の活動内容

［写真］施設外観
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設立から10年間、運営は保護者組織による自主運営を基本としてきましたが、就
業環境の変化・多様化、保護者の入れ替わりなどから、保護者負担の軽減へ行政へ
の期待が大きくなってきています。事業の継続には、自主運営組織であることを再
認識してもらうと同時に、次世代への引継ぎが重要となっている。

・自主運営組織の存在により共働きが可能となり、児童の居場所としても大きな役
割を果たしています。しかし自主運営組織であるため保護者の負担はゼロではなく、
働き方が多様化するなど環境が変わるなかでどのような負担の在り方が望ましいの
か見直す時期になっていることが窺えます。

６．今後の目標・見通し・課題

［収入］：利用料収入、町助成ほか
［支出］：約40万円
なお、町教育委員会から派遣される指導員の人件費は年間約250万円

農繁期や学校の長期休暇（夏休み等）時の保護者の安心感に繋がっています。う
りっ子ルーム自体が児童の居場所となっていますが、少年団活動などの居場所の拡大
のきっかけとしても役立っています。和太鼓活動での高齢者福祉施設への訪問や地域
イベントへの参加など地域の世代間交流のきっかけにもなっています。

５．活動を続けていてよかったこと

４．活動資金

３．現在の活動内容（つづき）

うりっ子ルーム

鹿追町役場瓜幕支所
（以前は教育委員会）指導員

子ども

図 うりっ子ルーム運営のイメージ図

保護者
・運営
・利用依頼

支援補助
指導員派遣
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ＪＡ浜中町 学習塾 デイサロン

小中学生向け
高齢者福祉

浜中町

平成14年度からの週休二日制やゆとり教育の導入により学校での学習時間が短縮さ
れたため、塾や家庭での学習時間の確保がより重要となりました。しかし浜中町では
近くに塾がなく、また酪農家では一般的に家庭学習にあてられる時間帯が夕方の牛舎
作業時間と重なり、親が学習指導できない状況にあります。子供達は将来、浜中町の
中核を担うことが期待される人材であることから、平成21年度にこのような状況を補
完する学習の機会をＪＡが支援して創出することとなりました。
また、酪農経営を担う女性の視点からのアンケート結果から、広大な土地に住宅が点
在している浜中町は公共交通機関も不便で、自家用車を運転できない高齢者は、農繁
期などは買い物や通院など自分の都合で外出することが難しくなり、引きこもりがち
になる恐れがあったことから同居する高齢者のための交流事業｢デイサロン｣について
もJAが平成18年度に開設しました。

１．設立のきっかけ

［学習塾指導員］：教員OBや塾関係者（JA浜中町が選定）現在の指導員は厚岸町在住。
［デイサロンスタッフ］：地域ボランティア、看護師など有償ボランティアスタッフ

２．組織形態・構成員

【学習塾】
［会場］：ＪＡ会議室や地区会館
［対象］：小学校３年生以上中学校３年生までの子供達(希望があればそれ以下も
可)
［実施日］：週１回 毎週土曜日の午後１時間程度の講義
［利用者数］３～６名程度で推移
［料金］：月5,000円（別途教材費）

開設後、平成29年度までは英会話塾を併設していましたが、平成30年度以降は学
習塾だけとしています。
【デイサロン】
［会場］：JA事務所の空いている部屋
［実施日］：隔週水曜日 10：00～12：00頃
［料金］：１回500円（送迎費込）

楽しく健康的に過ごしてもらう場としています。日常的な会話だけでなく、健康
相談や娯楽、買物、屋外や町外での活動など思い思いの時間を過ごせるように配慮
されています。コロナ禍以前は毎週水曜日に昼食をはさんでの開催でしたが、現状
では感染防止対策を講じての開催となっています。

３．現在の活動内容
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農家数の減少やコロナ禍の影響で、学習塾の生徒数は一桁台となっていますが、将
来浜中町の中核を担って欲しい子供達の学ぶ機会として継続しています。
また、高齢者はデイサロンのような場で旧知の仲間との交流や看護師との健康相談

を続けることで心身ともに健康的な生活を維持する一助となっています。

町内には乳業工場などもあり、学習塾の生徒数を増やすだけであれば、従業員の
子弟なども積極的に受け入れる方法がありますが、将来の後継者も含めた酪農家の
子弟が学ぶ場という開設時の趣旨と一人の講師による対応の限度も考え合わせ現状
の形式で継続しています。また、浜中町に限らず公共交通機関が不便な農村部の高
齢者が自分の都合で通院したり買い物したりする機会をそれぞれの地域や環境に合
わせた方法で確保することが今後も重要な課題となります。

・地域課題に対してＪＡがその事業から離れた範囲についても対応していることが
１つの注目すべきポイントと考えます。

６．今後の目標・見通し・課題

【学習塾】
利用料金はＪＡを介して保護者から講師へ支払われています。
会場の光熱費負担がある場合はＪＡが負担します。

【デイサロン】
参加者からの料金は送迎バスの燃料代や有償スタッフの報酬に充当しています。
不足分はＪＡが負担しています

５．活動を続けていてよかったこと

４．活動資金

３．現在の活動内容（つづき）

平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年
学習塾 17 14 14 17 14 11
英会話塾 18 16 15 14 15 11

平成27年 平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年
学習塾 6 6 6 6 6 6 3
英会話塾 10 5 3 - - - -

表 利用者数の推移

資料：ＪＡ浜中町資料より作成。
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中標津町コミュニティ・スクール

小中学生向け

中標津町

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）は、中央教育審議会答申に基づき、
関連法の改正が行われ、平成29年４月からその設置の努力義務が課せられました。学
校の指導・運営体制を充実し、地域との連携・協働を含めた学校運営の改善により、
複雑化・困難化する諸課題に対応する学校の機能強化を一体的に推進するためのもの
です。これを受けて中標津町でも学校ごとに学校運営協議会を発足させ、その活動を
開始しています。

１．設立のきっかけ

学校運営協議会は、地域住民による学校運営への参画、学校支援、学校関係者評
価の３つの機能を持ち、地域の委嘱委員との連携の下、様々な活動を展開していま
す。また地域学校協働本部は学校との協働活動に関する地域のネットワークとして
構築されています。学校を核とした地域づくり、地域による学校支援を学校運営協
議会と目標を共有しながらすすめています。

２．組織形態・構成員

中標津町では現在、小中一貫教育を推進しており、３つの中学校区を土台として
「中標津学園、旭ヶ丘学園、計根別学園」を設立しています。学園を構成する各校
それぞれに学校運営協議会が設置されており、

中標津学園（中標津小・丸山小・中標津中：平成29年４月発足）
計根別学園（計根別学園（義務教育学校）：平成29年５月発足）
旭ヶ丘学園（中標津東小・広陵中 ：令和３年６月発足）

として、地域と連携した活動を進めています。

３．現在の活動内容

学校運営協議会
（コミュニティ・スクール）

・学校運営への参画
・地域とともにある学校づくり
・学校関係者評価

地域学校協働本部

・地域のネットワークの構築
・学校を核とした地域づくり
・地域住民への周知

保護者や地域の皆さん・団体

図 中標津町コミュニティ・スクール関連図
資料：中標津町教育委員会資料より作成
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学校運営に関し、地域住民の協力により、世代間の交流が生まれるとともに、さら
に新たな活動がスタートしていて、喜ばしく感じています。コロナ禍での制約がある
中で、メンバーのアイデアを集めながらのイベントを開催できたことはまさにコミュ
ニティの力と考えています。

それぞれの地域の特徴を生かしたコミュニティ・スクール活動を進めていますが、
その取組状況に違いがあります。今後はスクール間の情報交換等の場を積極的に設
けながらその活動の充実を図り、教育の一層の向上を目指したいと考えています。

・中標津町は酪農を中心とした農村地帯にあって子育て支援、教育支援に関する活
動を積極的に展開しています。こういった活動が住みやすいまちづくりにつながり、
町の人口減少がゆるやかなことへも関連があると考えられます。

６．今後の目標・見通し・課題

資金面に関しても、各学園がPTA等との調整を図りながら活動しています。
各学校に対して町から年間２万円を補助しています。

５．活動を続けていてよかったこと

４．活動資金

特に計根別学園は、平成28年から、道内初の小中一貫の義務教育学校としてス
タートし、コミュニティ・スクール活動もいち早く取り組み、委嘱委員と学校関係
者による協議を重ねながら、花見会、マラソンコースの環境整備（除草）、町主催
イベントのボランティア活動に協力するなど、学校と地域が積極的にコミュニ
ティ・スクール活動を推進してきました。また、計根別地区には、町立幼稚園（子
どもの一時預かり）、町立農業高校があり、義務教育学校の「命」の授業を農業高
校生が担当するなど、連携の輪を広げた取り組みを行っています。

また、令和４年度から実活動を開始した旭ヶ丘学園としてのコミュニティ・ス
クールでは、小学校の全生徒による花壇の設置を地域のお年寄りのボランティアが
指導し、双方楽しいひと時を過ごすなど、世代間の交流の場となっています。他に
も、親子で参加できるものを検討の上、手話教室を実施しました。学校の家庭科の
授業では、ミシンの使用指導、故障対応等へ学校サポーターが参加し、学校運営の
大きな支援となっています。

３．現在の活動内容（つづき）

［写真］計根別学園での花見会
［写真提供］中標津教育委員会

［写真］旭ヶ丘学園・中標津東小での花壇づくり
［写真提供］中標津教育委員会
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